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RSk
BlzFE RPS6KAT
RPS6KAT; MAPKAPK1A; RSK1; Ribosomal protein S6 kinase alpha-1; S6K-alpha-1; 90 kDa
J=11p=4 ribosomal protein S6 kinase 1; p90-RSK 1; p90RSK1; p90S6K; MAP kinase-activated protein
kinase 1a; MAPK-activated protein kinase 1a; MAPKAP kinase 1a; MAPKAP
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SwissProt ID Q15418
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	背景
	Rsk1は、Rsk1、Rsk2、Rsk3を含む90kDaリボソームタンパク質S6キナーゼファミリーのメンバーです。これらは広く発現しているセリン/スレオニンタンパク質キナーゼであり、細胞外シグナル制御タンパク質キナーゼであるErk1およびErk2などの分裂促進刺激に応答して活性化されます。Rsk1はin vitroおよびin vivoにおいてMAPKによってリン酸化を介して活性化されます。活性型Rskは核に移行し、c-FosおよびCREBをリン酸化することで転写制御において主要な役割を果たすと考えられています。
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	RSK1 p90 抗体を使用した Hela 溶解物中の RSK1 p90 のウェスタン ブロット分析。
	

	RSK1 p90 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

